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月・日 会議区分 時　間 内　　容
平成15年度決算
議案の上程、提案理由の説明

市政に対する一般質問
〃
〃

付議議案に対する質疑～委員会付託

委員長報告～付議議案の討論・採決

午前10時

午前10時
〃
〃
〃

午前10時

本会議

休 会
〃
本会議
〃
〃
〃
委員会
休 会
〃
委員会
休 会
本会議

12月 3日（金）

4日（土）
5日（日）
6日（月）
7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
11日（土）
12日（日）
13日（月）
14日（火）
15日（水）

倉吉市議会定例会のお知らせ
平成16年第7回倉吉市議会定例会が、12月3日（金）から15日（水）までの13日

間の会期で開会されます。本会議は、議場で傍聴できます。なお、ケーブルテレビ放
送では、開会日と一般質問の本会議を中継・録画放映します。

※問い合わせ先：議会事務局（022-8145）

～防ごう犯罪･
つくろう安心なまち～

№4 倉吉警察署

本年10月末現在の「車上ねらい」
の発生件数は176件で、2カ月を残
して昨年1年間の168件を、上回る
結果となりました。
◎PTA等の会議中、体育館等での
スポーツ競技中、パチンコ等の遊技
中、立ち寄った知人宅前に駐車中等
の車両が多く狙われています。
まずドアロック。そして車内に貴
重品を置かないことです。ロックを
しても、貴重品があると、鍵穴や窓
を壊してでも強引に盗まれます。
～不審な者や車を

見かけたら110番！～
※問い合わせ先
倉吉警察署（022-7110）

昨
年
の
五
月
十
三
日
未
明
に

発
生
し
た
火
災
に
よ
り
、
白
壁

土
蔵
群
の
一
角
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
火
災
跡
地
の
復
興
に

つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
や
団
体
か
ら
支
援
金
を

は
じ
め
と
し
た
有
形
・
無
形
の

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
火
災
跡
地
の
西

側
を
中
心
に
市
が
取
得
し
、
復

旧
事
業
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

跡
地
の
復
旧
は
、
伝
統
的
建

造
物
群
の
歴
史
的
景
観
を
整
備

す
る
と
と
も
に
地
域
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
、

市
民
や
訪
れ
る
人
々
が
交
流
し

触
れ
合
え
る
場
所
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
町
通
り
沿
い
に
は
、
焼
失

前
と
同
様
に
、
倉
吉
の
伝
統
的

な
商
家

し
ょ
う
か

の
復
元
を
お
こ
な
い
ま

す
。
復
元
す
る
商
家
は
、
切
妻

き
り
づ
ま

造
り
平
入

ひ
ら
い
り

二
階
建
て
瓦
葺

か
わ
ら
ぶ
き

建
物

で
、
間
口
が
約
六
・
七
メ
ー
ト

ル
、
奥
行
き
約
十
二
・
八
メ
ー

ト
ル
の
規
模
で
す
。
東
側
に
表

か
ら
裏
庭
に
通
じ
る
ト
オ
リ
ニ

ワ
を
設
け
、
こ
れ
に
添
う
よ
う

部
屋
を
三
間
設
置
し
ま
す
。
部

屋
の
う
ち
、
表
側
に
は
防
災
器

具
な
ど
を
設
置
し
ま
す
が
、
あ

と
の
部
屋
は
集
会
な
ど
多
目
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
中
庭
に
は
第
六
回
「
倉

吉
緑
の
彫
刻
賞
」
を
受
賞
さ
れ

た
西
雅
秋
さ
ん
の
作
品
を
設
置

し
ま
す
が
、
倉
吉
の
町
屋
の
特

性
で
あ
る
主
屋
か
ら
中
庭
、
土

蔵
を
通
っ
て
玉
川
へ
連
続
す
る

敷
地
の
形
態
は
活
か
し
ま
す
。

商
家
の
復
元
工
事
は
、「
防
災

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と
し
て
国

と
県
の
補
助
金
を
受
け
て
お
こ

な
い
、
来
年
の
三
月
末
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

文
化
財
課

（
0
２
２
―
２
３
０
３
）

伝伝
統統
的的
建建
造造
物物
群群
保保
存存
地地
区区
建建
物物
火火
災災
跡跡
地地
のの
復復
興興

民間活用 
部　　分 

町屋復元 

便益 
施設 

中庭  　修景 

土蔵 
① 

土蔵 
③ 

土蔵 
② 

塀設置 塀設置 

塀設置 

玉　　　川 

本町通り 
伝統的建造物の復元 
連続した町並みの景観整備 

防災設備設置 
ガイダンス機能 

集会施設機能 

交流の場 

防災空地 
伝統と現代彫刻の融合 

通り抜ける空間 

緑の彫刻 

土蔵の再生 

倉吉の災害史・防災 
器具展示 
防災器具設置 

倉吉を紹介 
多目的ギャラリー 

伝統的建造物群火災跡地活用案概念図
―伝統と防災、交流とにぎわい―
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倉
吉
市
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
通
常
の
時
間
帯
（
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
）
に
窓
口
ま
で
お
い
で
に
な
れ
な
い

人
の
た
め
に
、
試
行
と
し
て
窓
口
開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
本
庁
西
玄
関

二
階
（
正
面
玄
関
）
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

取
扱
日
時：

毎
週
、
木
曜
日
の
午
後
六
時
三
十
分
ま
で
（
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

試
行
期
間：

十
一
月
十
八
日
（
木
）
か
ら
当
分
の
間

【
開
庁
時
間
延
長
窓
口
】

■
市
民
課
（
0
２
２
―
８
１
５
５
）

住
民
異
動
届
（
転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯
変
更
等
の
届
）

住
民
票
（
写
し
）
の
交
付

印
鑑
登
録
申
請
、
登
録
証
明
書
の
交
付

出
生
届
、
死
亡
届

戸
籍
謄
、
抄
本
の
交
付

国
民
年
金
の
相
談

外
国
人
登
録
に
関
す
る
証
明
の
交
付

住
民
異
動
届
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
、
特
別
医
療
、
老
人
保
健
の
各
種
申

請
・
届
出
の
受
付

■
税
務
課
（
0
２
２
―
８
１
１
４
）

市
税
の
証
明
書
の
交
付

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
の
相
談
、
納
付

■
福
祉
課
（
0
２
２
―
８
１
１
８
）

住
民
異
動
届
に
伴
う
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
の
届
出

■
長
寿
社
会
課
（
0
２
２
―
７
８
５
１
）

出
生
届
け
出
に
伴
う
保
健
衛
生
指
導

◎
各
課
窓
口
、
す
べ
て
の
業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
取
扱
い
業
務
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
業
務
に
よ
っ
て
は
、
他
機
関
に
確
認
を
と
る
必
要

が
あ
り
、
五
時
以
降
で
は
処
理
が
完
結
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
ご
不
明
な
点
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎毎
週週
木木
曜曜
日日

市市
役役
所所
窓窓
口口
開開
庁庁
時時
間間
をを
延延
長長

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
か

ら
次
の
事
項
に
つ
い
て
道
路
交

通
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
、

交
通
事
故
の
削
減
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

◆
運
転
中
の
携
帯
電
話
等
の
使

用
に
関
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

＊
運
転
中
に
携
帯
電
話
を
手
で

持
っ
て
通
話
し
た
り
、
メ
ー

ル
の
送
信
等
の
た
め
、
画
像

を
注
視
し
た
り
等
し
た
場
合
、

現
在
は
危
険
を
生
じ
さ
せ
な

け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
改
正
に
よ
り
、
危

険
が
生
じ
な
く
て
も
使
用
し

た
だ
け
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

【
交
通
の
危
険
を

生
じ
さ
せ
た
場
合
】

三
カ
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
万

円
以
下
の
罰
金

違
反
点
数
　
　
二
点

反
則
金

大
型
　
一
万
二
千
円

普
通
　
　
　
九
千
円

自
動
二
輪
　
七
千
円

原
付
　
　
　
六
千
円

【
交
通
の
危
険
を

生
じ
さ
せ
て
な
い
場
合
】

五
万
円
以
下
の
罰
金

違
反
点
数
　
　
一
点

反
則
金

大
型
　
　
　
七
千
円

普
通
　
　
　
六
千
円

自
動
二
輪
　
六
千
円

原
付
　
　
　
五
千
円
　
　

◆
集
団
暴
走
行
為
や
騒
音
運
転

に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

（
一
）
集
団
暴
走
行
為
の
罰
則
強
化

＊
暴
走
族
に
よ
る
集
団
暴
走
行

為
に
よ
っ
て
、
迷
惑
を
被
っ

た
人
や
危
険
に
あ
っ
た
人
が

い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

著
し
く
交
通
の
危
険
を
生
じ

さ
せ
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
を
し
た
り
し
た

場
合
は
、
罰
則
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

二
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万

円
以
下
の
罰
金

（
二
）
騒
音
運
転
の
罰
則
新
設

＊
著
し
い
騒
音
を
生
じ
さ
せ
て

急
発
進
や
急
加
速
、
空
ぶ
か

し
を
行
う
行
為
に
つ
い
て
、

従
来
は
罰
則
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
た

に
「
五
万
円
以
下
の
罰
則
」

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

《
そ
の
他
の
罰
則
な
ど
》

違
反
点
数
二
点

反
則
金

大
型
　
　
　
七
千
円

普
通
　
　
　
六
千
円

自
動
二
輪
　
六
千
円

原
付
　
　
　
五
千
円

（
三
）
消
音
器
不
備
の
罰
則
強
化

＊
消
音
器
を
備
え
て
い
な
い
か
、

消
音
器
を
改
造
し
た
車
を
運

転
し
た
者
に
対
す
る
罰
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
現
行
】

二
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料

【
改
正
後
】

五
万
円
以
下
の
罰
金

《
そ
の
他
の
罰
則
な
ど
》

違
反
点
数
二
点

反
則
金

大
型
　
　
　
七
千
円

普
通
　
　
　
六
千
円

自
動
二
輪
　
六
千
円

原
付
　
　
　
五
千
円

◆
飲
酒
運
転
の
呼
気
検
査
を
拒

否
し
た
場
合
の
罰
則
が
強
化
さ

れ
ま
す
。

＊
呼
気
検
査
を
拒
否
し
た
場
合

の
罰
則
が
強
化
さ
れ
罰
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
現
行
】

五
万
円
以
下
の
罰
金
　

【
改
正
後
】

三
十
万
円
以
下
の
罰
金

※
問
い
合
わ
せ
先：

倉
吉
警
察

署
（
0
２
２
―
７
１
１
０
）

11
月
１
日
か
ら

道道
路路
交交
通通
法法
がが
改改
正正
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一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
十
月
に
設

立
さ
れ
た
倉
吉
市
同
和
問
題
企
業
連
絡
会

は
、
今
年
で
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
市
内
主
要
企
業
の
二
十
社

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
企
業
の
社
会
的
責

任
を
自
覚
し
、
同
和
問
題
を
自
ら
の
問
題

と
し
て
、
自
主
的
、
主
体
的
に
そ
の
解
決

に
取
り
組
む
企
業
に
よ
る
企
業
の
た
め
の

啓
発
組
織
で
す
。

ま
た
、
同
和
問
題
を
通
じ
て
広
く
人
権

問
題
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
相

互
の
交
流
と
啓
発
、
研
修
活
動
を
進
め
な

が
ら
、
差
別
の
な
い
明
る
く
活
力
あ
る
職

場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
企
業
の
立
場
か

ら
一
歩
一
歩
着
実
な
実
践
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
を
共
通
認
識
し
て
い
る
実
践
組
織

で
も
あ
り
ま
す
。

今
の
時
代
は
、
企
業
に
と
っ
て
、
単
に

「
差
別
の
な
い
明
る
い
職
場
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
そ
れ

で
す
ま
さ
れ
る
時
代
で
は
な
く
、
差
別
撤

廃
と
人
権
確
立
を
経
営
基
盤
に
据
え
、
人

権
尊
重
の
企
業
と
し
て
、
国
民
的
課
題
で

あ
る
同
和
問
題
解
決
の
た
め
、
自
ら
実
行

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
、
企

業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
上
で
、
倉
吉

市
同
和
問
題
企
業
連
絡
会
の
存
在
は
重
要

で
あ
り
、
こ
の
十
年
の
活
動
に
お
い
て
、

そ
の
重
責
を
十
分
に
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

去
る
十
月
十
五
日
に
設
立
十
周
年
の
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
倉
吉
市
同
和
問
題

企
業
連
絡
会
の
理
念
や
意
義
、
役
割
な
ど

が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
従
来

か
ら
の
実
施
事
業
で
あ
る
、
加
盟
企
業
が

個
々
で
実
施
す
る
ト
ッ
プ
か
ら
従
業
員
一

人
ひ
と
り
に
対
す
る
研
修
を
は
じ
め
、
会

全
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
新
入
社
員
研
修
、

ト
ッ
プ
・
担
当
者
合
同
研
修
、
市
同
研
企

業
活
動
委
員
会
・
中
部
高
同
研
合
同
研
修

会
な
ど
の
研
修
や
、
人
権
啓
発
標
語
ポ
ス

タ
ー
作
成
･
配
布
な
ど
の
地
域
や
学
校
を

巻
き
込
ん
だ
広
報
活
動
な
ど
、
積
極
的
な

実
践
活
動
の
ま
す
ま
す
の
充
実
が
、
参
加

者
全
員
で
決
意
さ
れ
ま
し
た
。

倉
吉
市
に
お
け
る
、
先
導
的
な
企
業
啓

発
推
進
団
体
と
し
て
、
新
た
な
十
年
に
向

け
、
組
織
拡
充
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ら

な
る
積
極
的
な
取
り
組
み
に
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
　
岩
本
）

市
内
の
多
く
の
企
業
の
先
頭
に
立
ち
、
同
和
問
題
の
具
体
的
課
題
の
解
決
に
向
け
、
積
極
的
に
活
動

を
推
進
し
て
い
る
倉
吉
市
同
和
問
題
企
業
連
絡
会
が
設
立
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

615部落解放

シリーズ

倉
吉
市
同
和
問
題
企
業
連
絡
会
設
立
十
周
年
の

歩
み
に
学
ぶ

人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

朝
晩
け
っ
こ
う
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ね
。
寒
が
り
や
の
私
に
は
も
う
冬
（
?!
）

っ
て
感
じ
で
す
。
皆
さ
ん
は
冬
に
備
え
て
ど

ん
な
準
備
を
し
て
い
ま
す
か
。
コ
タ
ツ
を
出

し
た
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
出
し
た
り
し
て
い
る

で
し
ょ
う
ね
。
し
か
し
、
韓
国
の
冬
に
は
暖

房
の
準
備
よ
り
も
大
事
な
の
が
キ
ム
チ
の
準

備
で
す
。
冬
か
ら
春
に
か
け
て
食
べ
る
キ
ム

チ
を
一
度
に
漬
け
る
こ
と
を
「
キ
ム
ジ
ャ
ン
」

と
い
い
、
昔
は
大
家
族
だ
っ
た
た
め
そ
の
量

も
半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
キ
ム
ジ

ャ
ン
の
キ
ム
チ
は
長
い
間
凍
ら
せ
ず
新
鮮
な

味
を
維
持
さ
せ
る
た
め
、
土
を
掘
っ
て
埋
め

た
壺
の
中
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
核
家
族
化
で
、
し
か
も

多
く
の
人
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
キ
ム
チ
を
漬
け
る

こ
と
は
珍
し
く
な
り
、
土
を
掘
っ
て
キ
ム
チ

の
壺
を
埋
め
る
の
は
も
っ
と
珍
し
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
多
く
の
人
が
、
し

ば
ら
く
の
間
食
べ
る
分
量
だ
け
の
キ
ム
チ
を

漬
け
た
り
買
っ
た
り
し
て
「
キ
ム
チ
冷
蔵
庫
」

に
保
管
し
て
い
ま
す
。
キ
ム
チ
冷
蔵
庫
は
普

通
の
冷
蔵
庫
に
比
べ
て
温
度
の
差
が
少
な

く
、
微
生
物
の
繁
殖
も
調
節
で
き
る
た
め
、

長
期
間
保
管
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
！
最
近

は
嫁
入
り
道
具
の
一
つ
と
し
て
キ
ム
チ
冷
蔵

庫
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

昔
は
、
キ
ム
ジ
ャ
ン
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
会
社
か
ら
キ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
ー
ナ
ス
が
出
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
ま
た
韓
国
独
特
の
文
化
の

一
つ
で
す
ね
。
し
か
し
、
最
近
は
不
況
の
せ

い
で
キ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
ー
ナ
ス
の
出
な
い
会
社

が
多
い
そ
う
で
す
。

キ
ム
チ
と
い
え
ば
、
真
っ
赤
で
辛
い
味
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。
し
か
し
、

朝
鮮
時
代
に
日
本
か
ら
唐
辛
子
が
入
る
前
ま

で
韓
国
の
キ
ム
チ
は
白
か
っ
た
の
で
す
。
十

六
世
紀
、
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
の
時
、
催

涙
弾
の
よ
う
な
武
器
と
し
て
朝
鮮
に
持
っ
て

い
っ
た
の
が
、
朝
鮮
の
人
の
体
質
に
合
っ
た

の
で
調
味
料
と
し
て
愛
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

最
後
に
一
言
、
キ
ム
チ
は
醗
酵
さ
せ
て
食

べ
た
方
が
体
に
も
い
い
で
す
よ
！
日
本
に
は

あ
っ
さ
り
と
し
た
味
を
好
む
方
が
多
い
で
す

が
、
健
康
の
為
に
酸
っ
ぱ
い
キ
ム
チ
に
も
挑

戦
し
て
み
て
下
さ
い
ね
！

国
際
交
流
員
　
韓ハ
ン

召ソ

真ジ
ン

倉吉博物館入館者100万人

前田寛治大賞展で達成
10月21日（木）、倉吉博物館の入館

者が開館以来100万人を達成しました。

文化・芸術の発信拠点として30年間

開館してきた博物館は、1974年5月に

市制20周年事業として開館しました。

100万人目の記念となった人は、和

歌山県高野町の山内明さんで、山陰へ

温泉巡りの旅の途中での来館でした。

キ
ム
ジ
ャ
ン

北口末広近畿大学教授の記念講演

向かって右が山内さん




